
物  質  名 グルタルアルデヒド ＤＢ－12 

別  名 
グルタラール 
1,5-ペンタンジアール 
グルタルジアルデヒド 

CAS 番号 111-30-8 
PRTR 番号 第 1 種 66 
化審法番号 2-509 

構 造 式 
     

 

分子式 C5H8O2 分子量 100.12 
沸点 188℃（分解を伴う） 1) 融点 －14℃ 2) 
蒸気圧 0.20 mmHg（20℃）3) 換算係数 1 ppm = 4.09 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） -0.18（計算値）4) 水溶性 自由混和 1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 134 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 140 mg/kg 5)  
 マウス 経口 LD50 100 mg/kg 5)  
 マウス 経口 LD50 231 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LD50 480 mg/m3（4hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.005、0.025、0.1％の濃度（雄 0、4、17、64 mg/kg/day、雌 0、6、25、86 mg/kg/day）
で 104 週間飲水投与した結果、0.005％以上の群で腎臓重量の減少、0.025％以上の群で摂餌量

及び飲水量の減少、尿量の減少、尿浸透圧の増加に有意差を認め、0.025％以上の群で体重増

加の抑制傾向もみられたが、これらは飲水の嗜好性あるいは刺激性による飲水量減少に伴う

2 次的な影響と考えられた。また、0.005％以上の群で骨髄の過形成、0.025％以上の群で尿細

管色素沈着の発生率に有意な増加がみられたが、これらも 0.005％以上の群で有意な発生率で

あった LGL 白血病に伴う溶血性貧血に関連した影響と考えられた。この他には、主に 0.1％
群の前胃で胃炎、水腫、扁平上皮の過形成がみられた 6) 。 

・ラットに 0、0.25、0.5、0.75 ppm を 104 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、0.5 ppm
以上の群で生存率の有意な低下を認め、体重増加も抑制傾向にあった。暴露に関連した傷害

は鼻腔（主に前部）に限られ、0.25ppm 以上の群で扁平上皮の過形成及び炎症、0.5 ppm 以上

の群で呼吸上皮の過形成、炎症、扁平上皮化生、嗅上皮で硝子滴変性、0.75 ppm 群で杯細胞

の過形成の発生率に有意な増加を認めた 7, 8) 。この結果から、LOAEL は 0.25 ppm（暴露状況

で補正：0.045 ppm）であった。 
・マウスに 0、0.0625、0.125、0.25 ppm を 104 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、生

存率及び体重増加に影響はなかったが、鼻腔の呼吸上皮に傷害がみられ、0.0625 ppm 以上の

群で硝子滴変性、0.125 ppm 以上の群で扁平上皮化生、0.25 ppm 群で炎症の発生率に有意な増

加を認めた 7, 8) 。この結果から、LOAEL は 0.0625 ppm（暴露状況で補正：0.011 ppm）であっ

た。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.005、0.025、0.1％の濃度で交尾前 10 週から妊娠、授乳期間を通して飲水投与



し、得られた F1 にも同様に投与して実施した二世代試験の結果、いずれの世代でも交尾率や

受胎率、出産率、仔の数や生存率等に影響はなく、投与に関連した病理組織学的な影響も親

及び仔になかった。しかし、0.025％以上の群の親世代で飲水量及び摂餌量、0.1％群の親世代

で体重増加の有意な抑制を認め、哺育 21 日目から 28 日目の仔の体重は有意に低かった。こ

の結果から、NOEL は親で 0.005％（4.3～6.7 mg/kg/day）、仔で 0.025％（親の投与量で 18～
30 mg/kg/day）であり、生殖毒性の NOEL は 0.1％（69～100 mg/kg/day）超であった 9) 。 

・ラットに 0、25、50、100 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 15 日目まで強制経口投与した結果、100 
mg/kg/day 群の母ラットで生存率の低下、体重増加の抑制、摂餌量の減少、胎仔の低体重に有

意差を認めたが、着床後胚損失率に有意な変化はなく、奇形の発生率増加もなかった 10) 。こ

の結果から、NOAEL は 50 mg/kg/day であった。 
・ラットに 0.0625、0.25、1 ppm、マウスに 0.0625、0.25、0.5 ppm を 13 週間（6 時間/日、5 日/

週）吸入させた結果、ラットでは 1 ppm 群の雌雄で体重増加の有意な抑制、睾丸相対重量の

有意な増加を認めたが、精子数や雌の性周期に影響はなかった。マウスでは 0.0625 ppm 以上

の群の雄で体重増加の有意な抑制、睾丸相対重量の有意な増加、0.25 ppm 以上の群で体重増

加の有意な抑制、発情周期の有意な変化（発情期及び発情間期の延長、発情後期の短縮）を

認めた 11) 。この結果から、ラットで NOAEL は 0.25 ppm（暴露状況で補正：0.045 ppm）、

マウスで LOAEL は 0.0625 ppm（暴露状況で補正：0.011 ppm）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・眼、皮膚、気道を刺激し、眼に入ると発赤、痛み、皮膚に付くと発赤を生じる。短期間の吸

入暴露でも咳、頭痛、息苦しさ、吐き気、喘鳴を起こし、経口暴露では腹痛、吐き気、下痢、

嘔吐をを起こす。また、反復または長期間の接触で皮膚炎を起こし、皮膚が感作されること

があり、反復あるいは長期間の吸入暴露で喘息を起こすことがある 12) 。 
・本物質は内視鏡等の医療器具等の殺菌消毒剤として広く利用されており、我が国の医療機関

でもこれを取り扱う労働者に皮膚炎や気道粘膜損傷等の健康障害が発生しているため、その

防止について通達が出されており、0.05 ppm の気中濃度が目安として設定されている 13) 。 
・1959～1992 年の間に本物質の製造又は流通に従事した労働者 218 人の調査では、1977～1992

年にかけて 0.01～0.34 ppm の本物質に日常的に暴露されていたが、本物質による皮膚及び呼

吸器の感作、アレルギ―性の眼瞼結膜炎、がんの過剰発生はなかった 14) 。 
・1980 年にフィンランドの病院で殺菌消毒作業に従事していた全労働者を含む調査では、本物

質の暴露と自然流産の増加に関係はなかった 15)。また、1973～1979 年の間に自然流産（217
例）又は奇形児の出産（46 例）があった看護師を対象にした調査でも、これらリスクの有意

な増加はなかった 16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 17) TLV-CEILING 0.05 ppm（0.2 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、マウスの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 0.0625 ppm（鼻腔組織



の変性）を採用し、暴露状況で補正して 0.011 ppm とし、さらに LOAEL であるために 10 で除

した 0.0011 ppm（0.0045 mg/m3）を暫定無毒性量等に設定する。 
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